



ことを主張するものである。まず、信州方言を学術的な視点と一般市民的な視点との両面から群馬方言と比較しつつ確認する。次に、日本社会における日本語方言の認識の変容に触れ つ、無形文化財としての信州方言を 様々に工夫を凝らし楽しみながら市民レベルで守り伝えていくべきであることを主張する。 本論文は、平成二十九年二月十八日に、上田駅前ビルパレオ二階会議室 おいて行った上田女子短期大学公開講座「外から見た信州 ・群馬方言から見 信州方言」の講座内容を再構成して論文 まとめたものである。なお、本論文では、 「 」は長野県方言指し、 「群馬方言」は群馬県方言あるいは上州方言と同意である。
　
本論文の構成は次のとおりである。第一に、 「方言」という用















「方言」がある。使用者の年代に視点を当てれば、若者言葉の対義語として、高齢者の話す言葉としての「方言」がある。使用者の性別に視点を当てれば 男女共通語の対義語として、男言葉、女言葉といった「方言」もある。使用者の所属社会 視点を当てれば、一般語の対義語とし 、専門語、職業 、隠語、キャンパス言葉などの「方言」がある。本論文における「方言」は 地域性に視点を当てた全国共通語の対義語としての方 ある。　
ここでは、もう少し踏み込んで、本論文における「方言」とい
う用語を規定する。本論文における「方言」は 特定 言語（日本語）の中に存在 バリエーションであり、かつ 地域の言語の総体と規定する。言語の総体とは、語彙、音韻・音声、文法等の言 の要因すべてを指す。ま 、 「方言」は グラデーションを持った言葉 連続体でもある 信州方言と群馬 は隣接する方言であるが、両方言の境界線を境に 明確に一方 信州










































































































































































































































































































北信方言の「ががっぺぇ」 （まぶしい） ・ 「もうらしい」 （かわいそう）が、東信方言の「ががっぽしい （まぶしい） ・ 「もげぇ」 （か
わいそう）が、 中信方言の「ひどろってぇ」 （まぶしい） ・ 「むごい」（かわいそう）が、南信方言の「ひどろっこい」 （まぶしい） ・ 「おやげねぇ」 （かわいそう）が、それぞれ紹介されている。　
さらに、いかにもご当地らしい言葉、各県の方言に見られるお





活のことば」として位置づけて 日本語方言を紹介するシリーズ図書『調べてみよう暮らしのことば』全七冊のうちの一冊である。児童・生徒 総合的な学習の資料とし も活用されるよう編集されている。　
長野県のページでは、用例とともに、 「つもい」 （きつい） 、 「い
ただきました」 （ごちそうさまでした） 、 「かう」 （掛ける） 、 「へ 」（舌） 、 「まえで」 （前） 、 「じっと」 （たえず、しょっちゅう） 、 「～
－36－
かや」 （～かな？） 、 「とぶ」 （走る）が紹介されている。例えば、 「つもい」では、 「靴がつもくなった」 「この服おなかのところがつもくなった 「障子がつもい」という用例とともに、 「服などがきついことをい ます。戸などの動きが悪いときに使うこともあります。 」と紹介されている。　
また、人気のある特有方言、大人から子供まで愛着を持ち、使
い続けているユニークな言葉として、 「～ずら・～だら・～ら・～つら」 （～なのでしょう・～の しょう、 でしょう、～たのでしょう・～たでしょう）が紹介されている。これらは長野県だけではなく、山梨県、静岡県、愛知県、岐阜県の推量する言い方として示されている。　
さらに、同書では、若い世代を中心に仲間うちの言葉として定















いう」が大きく紹介されている。待ち合わせをする際、 「アルタの前でで待ってるよ」という人がいたら、恐ら 長野県出身の人だ、と用例付きで示されており、 「前でで」の最初の「で」は助詞ではなく、 「 「前で」で一つの単語」と解説している。　
その他、 「ぼけている」 （しばらく食べ忘れたりんごなどがパサ
パサになっておいしくない状態） 、 「水くれ当番」 （水やり当番） 、 よかる」 （もたれかかる）が紹介されている。　
以上の三冊の方言紹介図書から見る限りでは、信州方言として

















していこうという時代、明治から大正を経て昭和二十年ごろまでの富国強兵の時代になると 方言は矯正されるものになった。全国共通の日本語が強要され ようになったの 。世界 台頭するためには、 強い軍隊を作らなければならなかったからである。軍隊の兵隊たちが出身地によって言葉が違っていて意思疎通が可








































に大きく「長野県」と表示され、豊かな自然を背景に、若い女性がペットボトルに入った烏龍茶を見つめ、 「烏龍茶なの 日本のけ？」とつぶや 。その後、カメラに向かって「こいつなんか、変わってるしない？」と言い、一口ウーロン茶を飲み、再び「日本って、おいしい ！」とカメラに向かって言うというものである。コマーシャルは、最後に商品名と商品がアップになって終わる。　
イントネーションもアクセントも堂々とした信州方言の若い女
















































二〇一六年にヒットした映画に 「君の名は。 」 という作品がある。























ルで楽しみつつ、方言の特性を活かして現代的に有効に使い、方言を尊重していこうとする社会的意識を確認することができる。信州方言の保存・継承につながると考えられるこれらの方言の活用は、方 かるた・トランプ コマーシャル、ポスターなど、以前から用いられているオーソドックスな方法に、インターネットという媒体が加わったことで、その方法に無限の広がり 見せている えよう。 その最たるものが方言ラインスタンプであった。　
今、日本社会は、方言を保存・継承していこうという機運に包
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